
書

評

菊
●
団
．
口
淳
。
炉
眠
さ
ミ
ミ
ミ
の
。
ら
暗
爵

U
P
↓
譜
薯
組
討
壽
黛
鶏
ミ
蓬
ミ
ミ
馬

ト
ミ
ミ
§
織
ミ
鴨
郎
鷺
G
・

朝
　
治
　
啓
　
三

　
英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
の
ヒ
ル
ト
ン
教
授
は
最
近
フ
ォ
ー
ド
講
義
と
そ

の
関
連
研
究
論
文
を
集
め
て
、
新
著
　
冨
恥
寧
N
曳
当
盤
㌧
塁
伍
§
匙
透
§
W
ぎ

ト
ミ
ミ
・
ミ
ミ
ミ
馬
二
軸
器
（
一
九
七
五
年
）
を
刊
行
さ
れ
た
。
新
著
は
対
象
と

さ
れ
た
地
域
も
、
ま
た
時
代
的
に
も
旧
著
　
這
》
§
§
ミ
ミ
偽
。
ミ
電
（
一
九

六
六
年
）
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
十
三
－
十
五
世
紀
英
国
函
部
の
経
済

的
社
会
的
発
展
を
論
理
的
か
つ
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
意
図
の
下
に
書
か

れ
て
い
る
。

　
取
り
幸
え
ず
両
著
の
章
別
構
成
を
記
し
て
お
こ
う
。

　
嵐
さ
§
ミ
ミ
砺
。
竃
ミ
随

　
第
一
章
地
域
、
第
二
章
領
主
階
級
、
第
三
章
所
領
、
第
四
章
農

民
と
そ
の
保
有
地
、
第
五
章
　
農
昆
と
荘
園
、
第
六
章
　
村
落
共
同
体
、
第

七
章
　
都
市
・
布
場
・
手
工
業
者
、
第
八
章
　
社
会
支
配
力
・
裁
判
と
統
治
。

　
§
馬
穿
曳
旧
怨
㌧
ミ
捻
ミ
遷
§
軋
譜
恥
ト
ミ
ミ
㌧
§
義
鳶
翠
緑
動

　
第
一
部
　
フ
ォ
…
ド
講
義
　
第
一
章
　
階
級
と
し
て
の
畏
民
、
第
二
里

村
の
社
会
構
造
、
第
三
章
　
農
艮
経
済
、
第
四
章
　
対
立
と
協
調
、
第
五
章

農
民
社
会
の
一
部
と
し
て
の
小
都
市
、
第
六
章
　
村
落
に
お
け
る
婦
人
。

第
二
部
　
関
連
研
究
　
第
七
輩
　
中
世
ウ
ォ
リ
ヅ
ク
シ
ャ
ー
農
村
の
社
会
構

造
、
第
八
章
　
十
三
世
紀
末
グ
ロ
ス
タ
ー
修
道
院
領
の
リ
ー
ス
、
第
九
章

十
五
世
紀
英
国
囲
込
前
史
の
考
察
、
第
十
章
　
封
建
社
会
に
お
け
る
地
代
と

資
本
形
成
、
第
十
一
童
・
中
世
ス
タ
フ
ォ
ド
シ
ャ
ー
の
領
主
と
農
民
。

　
両
者
と
も
セ
ヴ
ァ
ン
川
沿
い
の
グ
ロ
ス
タ
シ
ャ
ー
や
ウ
ス
タ
シ
ャ
ー
を
中

心
に
ミ
ッ
ド
ラ
ソ
ド
西
部
地
域
を
対
象
と
し
、
旧
著
は
こ
一
七
〇
i
一
三
二

〇
年
の
間
を
中
心
に
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
中
期
ま
で
、
新
著
は
一

三
八
O
l
一
四
四
〇
年
の
間
を
中
心
に
十
四
世
紀
中
期
以
降
十
五
世
紀
末
ま

で
の
期
間
を
扱
う
。
こ
れ
ら
二
つ
の
時
期
は
＝
二
四
九
年
の
黒
死
病
流
行
を

境
に
、
社
会
的
経
済
的
に
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
前

期
に
お
け
る
大
領
卜
書
の
富
裕
化
、
後
期
に
お
け
る
領
主
階
級
の
経
済
的
衰

退
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
旧
著
で
は
第
一
・
二
．
三

章
で
こ
の
地
域
の
聖
俗
大
貴
族
に
つ
い
て
、
系
譜
、
勢
力
関
係
や
所
領
構
造

が
分
析
さ
れ
、
大
領
主
だ
ち
の
直
営
地
経
営
を
革
新
す
る
努
力
が
語
ら
れ
る

一
方
、
第
四
章
で
農
民
保
有
地
の
細
分
化
傾
向
が
実
証
さ
れ
、
第
五
．
六
章

に
お
け
る
地
代
金
納
化
や
農
奴
身
分
を
め
ぐ
る
領
主
と
農
民
の
対
抗
関
係
検

出
と
い
う
本
書
の
主
題
の
基
礎
を
固
め
て
い
る
。
さ
ら
に
第
七
章
で
商
品
経

済
の
進
展
を
確
認
し
た
の
ち
、
第
八
章
で
領
主
権
が
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
で
正
権

を
無
視
す
る
ほ
ど
に
成
長
し
た
こ
と
を
結
論
し
て
い
る
。

　
ま
た
新
著
第
一
章
で
は
、
被
支
配
階
級
と
し
て
の
農
民
を
一
括
し
て
把
握

す
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
第
二
・
三
・
四
章
で
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る

農
民
各
層
の
経
済
的
成
長
・
富
裕
化
が
実
証
さ
れ
る
。
さ
ら
に
第
五
章
で
は
、

こ
の
成
長
を
支
え
た
商
品
経
済
の
発
展
が
示
さ
れ
、
農
村
女
性
の
冨
裕
化
を

実
証
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
第
六
章
で
フ
ォ
…
ド
講
義
は
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

第
二
鶴
の
第
七
・
八
章
は
十
三
世
紀
に
お
け
る
農
民
階
級
の
経
済
的
解
放
の
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評書

先
駆
爪
形
態
を
述
べ
、
第
九
・
十
・
十
一
章
は
、
十
四
・
十
五
世
紀
の
富
農

層
の
経
済
的
発
展
と
領
主
階
級
の
反
動
化
・
没
落
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
史
で
は
あ
る
が
全
封
建
社
会
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、

評
老
が
こ
れ
だ
け
広
範
な
分
野
す
べ
て
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
力
量
を
持
ち
あ
わ

せ
て
い
な
い
現
在
、
ヒ
ル
ト
ン
説
の
ご
く
一
部
に
つ
い
て
些
か
疑
問
を
提
示

す
る
こ
と
で
書
評
に
か
え
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
一

　
導
出
構
成
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ヒ
ル
ト
ン
説
は
、
十
三
世
紀
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
封
建
社
ム
耳
成
熱
期
に
お
い
て
、
慶
加
胎
賦
役
に
よ
る
｛
巴
蛾
地
経
営
に
基

礎
を
置
く
典
型
荘
園
領
主
で
あ
る
大
貴
族
層
が
、
好
況
期
に
富
裕
化
す
る
一

方
、
商
贔
経
済
の
浸
透
に
よ
る
地
代
金
納
化
等
の
現
象
を
封
建
社
会
の
解
体

要
因
と
み
な
す
点
、
或
い
は
十
四
世
紀
後
半
以
降
、
リ
ー
ス
保
有
等
の
農
民

的
土
地
所
有
が
経
済
力
を
高
め
る
の
に
対
し
、
領
主
直
営
地
経
営
が
衰
退
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
封
建
社
会
は
解
体
す
る
と
み
な
す
点
、
こ
れ
ら
二
点
を

特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
封
建
社
会
の
成
熟
と
解
体

に
つ
い
て
は
、
我
国
で
も
多
大
の
関
心
を
も
っ
て
研
究
さ
れ
、
一
定
の
成
果

も
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ヒ
ル
ト
ン
説
が
想
定
し
て
い
る
封
建
社

会
の
「
成
熟
」
あ
る
い
は
「
解
体
」
に
対
す
る
、
評
者
自
身
の
疑
問
点
を
投

げ
か
け
る
形
で
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
疑
問
点
の
一
つ
は
、
成
熟

期
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
非
典
型
荘
園
的
要
素
」
を
「
成
熟
」
と
の
関
わ
り

で
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
解
体

期
に
お
け
る
領
主
と
農
民
の
関
係
の
評
価
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

　
上
述
の
如
く
十
三
世
紀
初
頭
－
十
四
世
紀
中
期
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
封
建
社

会
の
成
熟
期
と
す
る
ヒ
ル
ト
ン
は
、
こ
の
時
期
の
経
済
的
特
徴
と
し
て
、
ヨ

1
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
好
況
と
大
貴
族
の
富
裕
化
、
西
部
ミ
ッ
ド
ラ
ソ
ド
地
域

に
お
け
る
彼
ら
の
政
治
的
、
社
会
的
影
響
力
の
増
大
傾
向
、
彼
ら
の
所
領
経

営
に
お
け
る
賦
役
の
強
化
、
保
有
地
の
細
分
化
、
テ
ナ
ン
ト
数
の
増
加
等
を

挙
げ
て
い
る
。
彼
が
こ
の
結
論
を
引
き
出
し
た
史
料
は
、
主
と
し
て
、
西
部

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
地
域
の
大
領
主
ウ
ス
タ
ー
司
教
領
の
荘
園
記
録
で
あ
る
（
旧

著
第
三
章
）
。
そ
こ
に
は
農
奴
賦
役
に
よ
る
直
営
地
耕
作
で
市
場
向
け
の
穀

物
生
産
を
行
い
、
富
裕
化
す
る
と
い
う
典
型
荘
園
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
同
時
に
、
こ
の
地
域
に
は
数
多
く
の
中
小
・
非
典
型
荘
園
が
存
在
し

て
い
る
。
彼
の
描
い
た
非
典
型
荘
園
の
一
つ
、
グ
ロ
ス
タ
ー
修
道
院
領
を
取

り
上
げ
て
み
よ
う
　
（
新
著
第
八
章
）
。
　
こ
の
修
道
院
領
は
十
三
世
紀
に
お
い

て
も
領
地
分
散
型
で
、
各
荘
園
で
も
賦
役
の
量
は
直
営
地
耕
作
に
は
不
十
分

で
あ
っ
た
。
こ
の
荘
園
で
十
三
世
紀
後
半
、
～
部
農
民
の
保
有
条
件
が
従
来

の
農
奴
的
保
有
か
ら
、
短
期
借
地
保
有
（
リ
ー
ス
）
へ
と
変
え
ら
れ
、
ま
た

他
の
テ
ナ
ン
ト
の
地
代
金
納
化
も
進
ん
だ
。
ヒ
ル
ト
ン
は
こ
の
動
き
を
賦
役

の
終
焉
、
農
奴
制
の
崩
壊
、
封
建
的
生
産
関
係
の
鯉
…
体
の
先
駆
で
あ
る
と
解

し
た
。
同
時
期
・
同
地
域
の
典
型
荘
園
で
は
却
っ
て
農
奴
化
が
進
行
し
た
こ

と
を
実
証
し
て
い
る
（
新
著
一
二
七
頁
）
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
ヒ
ル
ト
ン

が
農
奴
賦
役
に
基
礎
を
置
く
典
型
荘
園
を
封
建
的
生
産
様
式
の
基
軸
と
み
な

し
、
金
納
化
、
リ
ー
ス
化
な
ど
の
非
典
型
荘
園
的
要
素
を
そ
の
解
体
要
因
と

み
な
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
ヒ
ル
ト
ン
の
み

な
ら
ず
我
国
の
従
来
の
研
究
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
、
い
わ
ば
な
じ
み
深
い
も

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
十
三
世
紀
の
雰
典
型
荘
園
や
非
典
型
荘
園
的
要
素
は
、

本
当
に
封
建
的
生
産
様
式
の
解
体
要
因
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
第
一
の

疑
問
点
で
あ
る
。

　
非
典
型
荘
園
的
要
素
あ
る
い
は
非
典
型
荘
園
そ
の
も
の
は
、
コ
ス
ミ
ン
ス
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キ
ー
が
一
二
七
九
年
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ロ
ル
ズ
を
分
析
し
て
得
た
実
証
の

成
果
で
あ
り
、
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
先
進
地
帯
で
あ
っ
た
、
ミ
ッ
ド
ラ

ソ
ド
諸
州
の
荘
園
に
お
い
て
さ
え
、
そ
れ
ら
は
総
て
が
農
奴
賦
役
に
よ
っ
て

維
持
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
雇
用
労
働
力
に
も
依
存
し
、
テ

ナ
ン
ト
か
ら
は
金
納
化
さ
れ
た
地
代
が
収
取
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
の
際
、
彼
が
非
典
型
荘
園
を
典
型
荘
園
の
亜
種
、
偏
差
と
み
な

し
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
非
典
型
荘
園
的

要
素
あ
る
い
は
非
典
型
荘
園
を
、
封
建
的
生
産
様
式
の
解
体
要
因
と
み
な
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
…
説

で
は
、
農
奴
賦
役
が
直
営
地
耕
作
に
不
十
分
な
量
し
か
な
い
と
い
う
点
が
、

非
典
型
荘
園
を
典
型
荘
園
か
ら
区
別
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
テ
ナ
ン
ト
が
金
納
化
さ
れ
た
地
代
を
支
払
う
こ
と

や
、
自
已
維
持
に
必
要
な
規
摸
の
保
有
地
を
持
た
ぬ
テ
ナ
ン
ト
の
占
め
る
率

の
高
い
こ
と
な
ど
が
、
非
典
型
荘
園
的
要
素
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て
こ
の
要
素
が
農
奴
制
の
解
体
要
閣
と
み
な
さ
れ
得
る
に
は
、
荘
園
内
で
こ

の
要
素
が
封
建
的
生
産
様
式
、
す
な
わ
ち
領
主
が
農
罠
に
土
地
を
保
有
さ
せ

て
、
そ
の
剰
余
生
産
物
を
収
奪
す
る
以
外
に
は
収
入
の
道
、
従
っ
て
生
存
の

方
法
が
な
い
と
い
う
状
況
を
否
定
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
非
典
型
荘
園
的
要
素
、
例
え
ば
金
納
化
や
り
ー
ス
化
と

い
う
現
象
が
、
封
建
的
生
産
様
式
を
解
体
さ
せ
る
契
機
を
自
ら
の
内
に
持
つ

の
か
、
あ
る
い
は
当
時
の
時
代
背
景
の
申
で
解
体
契
機
と
な
り
得
る
も
の
か

を
間
∵
つ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
金
納
化
に
つ
い
て
。
　
『
資
本
論
』
で
は
金
納
化
の
意
義
は
二
段
階
で

説
閣
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
地
代
の
形
態
が
生
産
物
か
ら
貨
幣
へ
と
変
化
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
封
建
地
代
と
し
て
の
本
質
は
何
ら
変
わ
ら
な
い
と
い

う
点
で
あ
り
、
第
二
は
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
貨
幣
地
代
は
そ
れ
を
可
能
に

す
る
社
会
的
生
産
力
の
上
昇
と
商
品
生
産
の
展
開
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、

剰
余
生
産
物
が
他
の
地
代
の
場
合
よ
り
生
じ
や
す
い
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
結

果
、
貨
幣
地
代
は
封
建
地
代
の
解
消
形
態
た
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
点
は
従
来
混
同
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
区
別
し
て
理
解
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
点
に
つ
い
て
。
　
『
資
本
論
』
に
よ
れ
ば
、
地
代
が

金
納
化
さ
れ
て
も
「
直
接
生
産
者
は
糟
変
わ
ら
ず
相
続
ま
た
は
そ
の
他
の
伝

統
に
よ
る
土
地
の
占
有
者
で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
の
自
分
の
最
も
重
．
要
な
生
産

手
段
の
所
有
者
で
あ
る
領
主
に
、
余
分
な
強
制
労
働
す
な
わ
ち
不
払
い
の
無

等
価
で
な
さ
れ
る
労
働
を
、
貨
幣
に
転
化
し
た
裂
余
生
産
物
の
形
態
で
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
大
月
書
店
版
全
集
第
二
五
巻
一
〇
二
二
頁
）
。
す

な
わ
ち
貨
幣
地
代
あ
る
い
は
金
納
化
そ
の
も
の
は
封
建
的
生
産
様
式
の
解
体

契
機
で
は
な
く
、
む
し
ろ
維
持
の
契
機
で
さ
え
あ
る
。
次
に
第
二
点
に
つ
い

て
。
こ
の
よ
う
に
維
持
の
契
機
で
あ
る
貨
幣
地
代
が
封
建
地
代
の
解
消
形
態

で
あ
り
う
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。
そ
れ
は
生
産
力
の
上
昇
に
よ
っ
て

封
建
地
代
を
生
み
出
す
生
産
関
係
と
の
矛
盾
が
深
ま
る
離
合
の
外
は
な
い
。

つ
ま
り
生
産
力
が
上
昇
し
て
劇
余
労
働
が
増
え
、
従
来
領
主
が
地
代
と
し
て

収
取
し
て
い
た
も
の
の
外
に
余
裕
が
生
じ
た
場
合
、
直
接
生
産
者
が
生
産
手

段
の
占
有
者
で
あ
る
以
上
、
領
主
は
そ
の
余
裕
を
従
来
の
生
産
関
係
以
外
の

方
式
で
吸
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
が

『
資
本
論
』
第
三
巻
第
鶴
七
章
第
四
節
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
借
地
農
業
者

に
よ
る
掘
握
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
貨
幣
地
代
は
封
建
地
代
の
解

消
形
態
た
り
得
る
。
こ
の
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
生
産
物
地

代
の
貨
幣
地
代
へ
の
転
化
は
「
商
業
や
都
市
工
業
や
商
品
生
産
周
般
が
、
従

っ
て
ま
た
貨
幣
流
通
が
既
に
か
な
り
の
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
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す
る
」
か
ら
で
あ
る
（
同
一
〇
二
二
頁
）
が
、
し
か
し
「
前
提
す
る
」
と
は
、

必
ず
し
も
簡
贔
生
産
の
展
開
が
あ
れ
ば
地
代
が
金
紡
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
逆
に
商
品
生
産
の
か
な
り
の
発
展
が
、
地
代
の
金
納
化
を
可
能

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
金
納
化
が
実
規
す
る
程
に

商
品
経
済
が
展
開
し
て
い
た
と
は
言
え
る
が
、
そ
の
こ
と
は
直
ち
に
、
封
建

的
生
産
様
式
を
解
体
す
る
程
の
展
開
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
地
代
の
金
納
化
と
い
う
現
象
は
、
封
建
的
生
産
様
式
維
持
の
段

階
と
解
体
の
段
階
と
で
、
そ
の
意
義
に
差
が
あ
る
と
い
う
認
識
と
と
も
に
理

解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
リ
ー
ス
化
は
ど
う
か
。
リ
ー
ス
は
保
有
地
を
農
民
に
一
定
期
聞
、
有

料
で
貸
し
付
け
、
そ
の
土
地
か
ら
の
全
収
入
は
農
民
の
も
の
と
す
る
方
法
で

あ
る
。
ヒ
ル
ト
ン
は
実
質
的
に
は
農
奴
保
有
と
大
差
な
い
場
合
で
も
、
リ
ー

ス
と
い
う
形
式
が
解
体
要
因
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
す
る
が
（
新
著
一
四
五

一
六
頁
）
、
こ
れ
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
ひ
し
ろ
金
納
化
の
場
合
と
同
じ
く
、

り
ー
ス
は
生
産
力
の
上
昇
、
剰
余
生
産
物
の
生
じ
る
可
能
性
の
有
無
に
よ
っ

て
、
一
種
の
貨
幣
地
代
と
し
て
封
建
的
生
産
様
式
維
持
の
機
能
を
果
す
場
合

と
、
そ
の
解
体
の
契
機
に
な
り
得
る
場
合
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
金
納
化
・
り
ー
ス
化
を
分
析
す
る
際
の
上
述
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
、

ヒ
ル
ト
ン
の
挙
げ
た
グ
ロ
ス
タ
ー
修
道
院
領
の
場
合
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の

例
の
揚
合
、
そ
の
金
納
化
・
リ
ー
ス
化
が
、
従
来
の
搾
取
体
系
で
は
剰
余
生

産
物
の
余
裕
を
吸
収
で
き
な
い
た
め
に
取
ら
れ
た
方
策
で
あ
る
の
か
ど
う
か

の
検
討
を
、
ヒ
ル
ト
ン
が
行
っ
て
・
お
ら
ず
、
関
心
は
専
ら
保
有
の
形
式
一
7
一
の

み
注
が
れ
て
い
る
。
し
か
も
リ
…
ス
化
は
自
領
内
の
一
重
の
保
有
農
に
対
し

て
の
み
行
わ
れ
、
そ
の
大
部
分
が
あ
る
一
人
の
院
長
の
在
任
中
に
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
一
撃
的
入
用
の
た
め
の
も
の

と
も
み
な
さ
れ
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
非
典
型
荘
園
的
要
素
を
解
体
要
因
と
み
な
す
考
え
方
は
再
検
討
さ
れ
る
べ

き
時
期
に
来
て
お
り
、
今
後
の
課
題
は
、
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
成
熟

期
封
建
社
会
の
一
要
素
と
し
て
の
非
典
型
荘
園
を
位
覆
づ
け
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
二

　
第
二
の
疑
問
点
。
十
四
世
紀
中
期
1
十
五
世
紀
末
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
封
建
社

会
解
体
期
に
お
け
る
、
領
主
と
農
民
の
経
済
的
関
係
に
つ
い
て
。
こ
の
時
期

に
つ
い
て
は
主
と
し
て
新
著
第
ニ
ー
五
章
で
扱
わ
れ
る
が
、
旧
著
の
末
尾
に

も
そ
の
見
と
お
し
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
農
奴
制
、
封
建
的
土
地
所
有
は
次
の
よ
う
に
し
て
解
体
す
る
と
い
う
。
十

三
世
紀
初
頭
－
十
四
世
紀
中
期
に
は
、
農
民
層
の
分
解
も
一
定
限
度
内
で
あ

り
、
商
品
生
産
の
影
響
も
社
会
の
安
定
を
崩
す
程
の
も
の
で
な
く
、
い
わ
ば

「
静
的
な
社
会
」
で
あ
る
　
（
旧
著
二
六
八
一
九
頁
）
。
と
こ
ろ
が
＝
三
五

一
一
七
年
の
大
凶
作
、
＝
二
四
九
年
の
黒
死
病
に
よ
る
大
幅
な
人
口
減
少
が
、

「
社
会
の
バ
ラ
ン
ス
を
、
農
民
に
有
利
、
領
主
に
不
利
な
方
向
へ
む
か
わ
せ

た
」
（
旧
著
二
六
九
頁
）
。
さ
ら
に
商
品
経
済
の
影
響
の
拡
大
と
と
も
に
、
特

に
農
村
経
済
へ
の
浸
透
の
結
果
と
し
て
、
羊
毛
生
産
・
醸
造
業
の
隆
盛
、
地

代
金
納
化
の
大
隊
な
進
行
、
農
民
闘
の
労
働
力
・
土
地
・
現
金
の
相
互
提
供

か
ら
専
業
化
へ
の
進
展
、
非
農
業
労
働
者
を
含
む
家
族
規
模
の
大
型
化
、
保

有
地
の
大
規
模
化
な
ど
富
農
の
出
現
と
富
裕
な
農
業
労
働
者
の
登
場
等
が
挙

げ
ら
れ
、
ま
た
都
市
経
済
の
一
層
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
方

領
主
は
裁
判
権
を
強
化
し
た
り
、
農
奴
賦
役
の
強
化
を
狙
う
が
、
農
民
反
乱

や
逃
散
等
に
よ
っ
て
労
働
力
確
保
に
苦
し
み
、
ま
た
地
代
生
活
者
化
し
た
領

主
は
収
入
の
道
を
限
ら
れ
て
経
済
的
に
苦
境
に
立
つ
。
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こ
の
よ
う
な
十
三
一
十
四
世
紀
前
半
期
（
封
建
社
会
成
熟
期
）
に
お
け
る

領
主
経
済
の
繁
栄
、
農
民
経
済
に
お
け
る
商
始
経
済
の
一
定
の
浸
透
、
十
四

世
紀
後
半
i
十
五
世
紀
（
解
体
前
期
）
に
お
け
る
領
主
経
済
の
没
落
、
農
民

経
済
の
興
隆
と
い
う
図
式
や
、
二
時
期
間
の
移
行
の
契
機
を
人
口
減
少
と
商

品
経
済
の
浸
透
に
求
め
る
見
解
は
、
我
国
で
も
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
人
口
減
少
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ミ
ソ
ス
キ
ー
に
よ
る
批
判

以
来
大
い
に
論
義
さ
れ
、
現
在
も
決
着
が
つ
い
た
と
は
言
え
な
い
が
、
評
者

の
・
計
量
不
足
の
た
め
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。
こ
こ
で
は
、
解
体
期
に
お
け
る

領
主
の
没
落
、
r
農
民
の
興
隆
と
い
う
図
式
と
、
商
贔
経
済
の
浸
透
と
い
う
契

機
に
論
点
を
絞
る
。
・
こ
の
時
期
、
商
品
経
済
の
影
響
で
本
当
に
農
戻
階
級
は

興
隆
し
、
領
主
階
級
は
没
落
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ヒ
ル
ト
ン
は
新
著
第
一
章
で
、
被
支
配
階
級
と
し
て
の
農
民
を
一
括
把
握

す
る
必
要
を
力
説
す
る
。
そ
の
よ
う
な
農
民
℃
舞
沼
簿
q
の
本
質
的
要
件

と
し
て
、
①
農
業
生
産
手
段
を
所
面
す
る
、
②
第
一
義
的
に
は
家
族
労
働
力

で
保
有
地
を
耕
作
す
る
、
③
共
同
体
、
忠
心
に
属
し
、
財
産
と
経
済
力
に
応

じ
て
共
同
体
財
産
へ
の
権
利
を
持
つ
、
④
農
業
労
働
者
な
ど
補
助
的
労
働
老

も
本
来
の
階
級
か
ら
派
生
し
た
同
一
階
級
構
成
員
と
み
な
す
、
⑤
上
層
階
級

と
教
会
・
町
な
ど
諸
組
織
を
自
活
量
以
上
の
生
産
に
よ
っ
て
経
済
的
に
支
え

て
い
る
、
と
い
う
五
つ
の
規
定
を
与
え
て
い
る
。
現
実
に
は
無
地
農
民
や
富

農
な
ど
が
存
在
す
る
か
ら
、
①
②
③
の
規
定
が
中
世
農
民
全
体
に
適
合
せ
ぬ

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
④
の
規
定
に
よ
っ
て
測
索
か
ら
農
業
労
働

老
ま
で
広
く
農
民
と
し
て
捉
え
、
さ
ら
に
⑤
の
規
定
に
よ
っ
て
領
主
階
級
に

対
置
し
て
農
民
階
級
を
規
定
し
て
い
る
。
ヒ
ル
ト
ン
が
こ
の
よ
う
に
広
い
概

念
で
農
民
を
捉
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
封
建
社
会
の
解
体
過

程
に
お
い
て
農
民
の
果
し
た
役
割
、
殊
に
農
奴
制
の
姪
結
に
苦
し
み
乍
ら
も
、

商
品
経
済
と
深
く
関
わ
る
こ
と
で
束
縛
の
絆
を
自
ら
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
農

民
を
、
彼
ら
の
「
土
地
所
有
偏
の
資
本
主
義
化
と
い
う
側
面
か
ら
描
く
と
い

う
彼
の
年
来
の
課
題
の
故
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
一
連
の
研
究
の
各
所

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
新
著
第
七
章
の
ウ
ォ
リ
ッ
ク
シ
ャ
…
や

第
十
一
章
の
ス
タ
フ
ォ
ド
シ
ャ
ー
の
分
析
に
お
い
て
も
、
本
論
（
第
一
一
六

章
）
と
同
様
に
、
常
に
領
主
の
土
地
所
有
の
あ
り
方
と
農
民
の
そ
れ
と
の
対

比
が
行
わ
れ
、
農
博
的
土
地
所
有
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
と
領
主
的
土
地
所
有
の

反
動
化
、
地
代
生
活
者
化
と
が
対
置
さ
れ
る
。
し
か
し
お
よ
そ
封
建
社
会
に

お
い
て
、
領
主
的
土
地
偏
角
と
農
民
的
土
地
所
有
の
対
抗
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
問
題
に
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
成
熟
期
に
お
い
て
、
封
建
的
生
産
関
係
は
ど
の
地
代
形
態
の
段
階
で

あ
ろ
う
と
も
、
領
主
が
直
接
生
産
者
に
生
産
手
段
を
保
有
さ
せ
、
そ
の
剰
余

労
働
を
収
奪
す
る
こ
と
を
本
質
と
し
て
い
る
が
故
に
、
領
主
だ
け
の
土
地
所

有
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
な
い
の
と
同
様
に
、
例
外
を
除
け
ば
農
民
だ
け
の

土
地
所
有
も
あ
り
得
ず
、
従
っ
て
そ
の
二
つ
の
土
地
所
有
が
対
立
す
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
生
産
関
係
に
お
い
て
領
主
と
農
民
と

が
対
立
す
る
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
領
主
的
土
地
所
有
と
農
民
的
土

地
所
有
と
が
対
立
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
似
て
い
る
が
全
く
別
物
で
あ
ろ

う
。
農
奴
が
事
実
上
の
土
地
所
有
巻
だ
と
言
わ
れ
る
の
は
、
領
主
が
農
奴
の

剰
余
糠
働
を
で
き
る
だ
け
完
全
に
収
奪
す
る
た
め
に
土
地
に
緊
縛
す
る
こ
と

の
逆
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
次
に
封
建
社
会
解
体
期
の
場
合
。
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
的
生

産
力
が
高
ま
り
、
農
奴
の
生
み
出
す
劉
余
生
産
物
の
う
ち
、
従
来
の
領
主
収

取
分
の
外
に
余
裕
が
生
じ
、
そ
れ
を
従
来
の
収
奪
体
制
で
は
吸
収
で
き
ぬ
場

合
、
領
主
が
薪
た
な
収
奪
体
制
に
よ
っ
て
そ
の
余
裕
を
も
収
奪
す
る
か
、
借
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地
農
業
者
が
領
主
と
農
民
の
間
に
介
入
す
る
か
、
あ
る
い
は
農
民
が
自
分
の

も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
「
従
来
の
自
分
の
地
代
支
払
義
務
を
買
戻
し
て
、
自

分
が
耕
す
土
地
の
完
全
な
所
有
権
を
持
つ
独
立
農
民
へ
転
化
す
る
」
（
『
資
本

論
』
全
集
第
二
五
巻
一
〇
二
三
－
四
頁
）
か
と
い
う
三
つ
の
場
合
が
考
え
ら

れ
る
。
第
㎝
の
揚
合
に
は
領
主
が
借
地
農
業
者
を
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
、

第
二
の
場
合
に
は
、
領
主
は
次
第
に
封
建
社
会
の
支
配
階
級
の
一
員
と
し
て

の
立
場
か
ら
地
主
と
し
て
の
立
場
に
変
わ
る
。
第
三
の
場
合
に
は
農
奴
は
富

農
化
し
、
自
己
の
土
地
所
有
権
を
持
ち
得
る
。
但
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
想

定
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
忠
告
す
る
と
お
り
競
実
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
。

ヒ
ル
ト
ン
が
想
定
し
た
領
主
的
土
地
所
有
対
農
民
的
土
地
所
有
と
い
う
園

式
に
お
け
る
領
主
的
土
地
所
有
は
、
第
一
・
第
二
の
場
合
に
、
ま
た
農
民
的

土
地
所
有
は
第
二
・
第
三
の
場
合
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場

合
に
も
領
主
も
農
民
も
、
も
は
や
成
熟
期
社
会
で
の
領
主
、
農
民
で
は
な
い
。

つ
ま
り
領
主
が
農
民
か
ら
地
代
を
収
取
す
る
際
、
領
主
裁
判
権
に
依
る
外
は

な
い
と
い
う
体
制
で
は
な
く
、
第
一
の
場
合
に
は
借
地
農
業
者
を
兼
ね
た
領

主
が
「
純
粋
な
貨
幣
関
係
」
　
（
同
一
〇
二
三
頁
）
に
よ
っ
て
、
農
奴
で
は
な

い
直
接
生
産
者
か
ら
剃
余
生
産
物
を
収
奪
し
、
利
潤
も
地
代
も
我
物
と
す
る
。

第
二
の
場
合
に
は
借
地
農
業
者
は
利
潤
を
我
物
と
し
、
地
代
を
領
主
に
支
払

う
。
第
三
の
場
合
に
は
農
民
は
も
は
や
農
奴
で
は
な
い
、
却
っ
て
他
の
農
業

労
働
老
を
搾
取
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
段
階
に
お
け
る
領
主
的

土
地
所
有
と
農
民
的
土
地
所
有
と
は
、
成
熟
期
に
お
け
る
領
主
対
農
奴
の
対

立
関
係
と
は
異
な
っ
た
関
係
あ
る
。

　
ヒ
ル
ト
ン
が
農
民
を
広
い
概
念
で
捉
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
に
、
解

体
期
に
は
蜜
農
が
餓
現
す
る
一
方
、
農
業
労
働
者
も
登
場
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
の
農
業
労
働
者
が
領
主
や
借
地
農
業
者
や
蜜
農
の
下
で
働
く
時
、
領

主
・
襲
昆
の
生
産
関
係
は
自
ら
を
否
定
し
、
資
本
・
賃
労
働
関
係
に
席
を
譲

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
黒
死
病
に
よ
っ
て
労
働
者
数
が
減
少
し
、
被
害
を
う
け

る
の
は
没
落
し
つ
つ
あ
る
領
主
に
留
ま
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
稽
荒
っ
ぽ
い
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
ヒ
ル
ト
ン
の
想
定
し
て
い
る
よ
う
な

図
式
、
す
な
わ
ち
封
建
社
会
の
解
体
は
領
主
的
土
地
所
有
と
農
民
的
土
地
所

有
の
対
抗
、
後
者
に
よ
る
前
老
の
超
克
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う

説
明
は
、
成
立
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヒ
ル
ト
ン
の
図
式
で
は
領
主
階

級
は
没
落
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ヒ
ル
ト
ン
自
身
の
実
証
が
こ
れ
を

否
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
新
著
第
九
章
で
は
、
十
五
世
紀
に
領
主
の
牧
羊

囲
込
の
例
を
挙
げ
、
富
農
の
囲
込
は
領
主
囲
込
に
対
抗
す
る
の
が
や
っ
と
と

い
う
程
度
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、
第
十
章
で
は
十
四
・
・
五
世
紀
の

領
主
は
、
十
三
世
紀
の
領
主
よ
り
資
本
形
成
へ
の
投
資
に
熱
心
で
あ
る
が
、

富
農
の
中
に
は
熱
心
な
も
の
も
い
た
程
度
で
あ
る
と
い
う
。

　
以
上
の
二
点
、
す
な
わ
ち
非
典
型
荘
園
の
問
題
と
、
領
主
的
土
地
所
有
と

農
民
的
土
地
所
有
の
対
抗
に
よ
る
封
建
社
会
の
解
体
の
説
明
と
い
う
問
題
は
、

あ
る
意
味
で
は
戦
後
我
国
の
西
洋
経
済
史
を
支
配
し
て
き
た
問
題
と
言
え
な

く
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
既
に
解
決
済
み
の
議
論
を
む
し
か
え
し
た

か
も
し
れ
ぬ
と
危
惧
し
て
い
る
。
自
ら
の
無
知
を
も
顧
み
ず
、
年
来
の
疑
問

を
提
示
し
て
諸
賢
の
御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。
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